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27) Josef. Gunzel， System der Handelstolitik， Leipzig， 1901， S.528 に土名。へラー といろの
は， 1892年にオ ストリア=ハンガりー に導入されたクロー ネ通貨の1/100にあたる。この園内
消費価格がどめような構成部分からなるかについて怯， Ludwig Lang， H叩dertJahre Zollto. 
litik， Wien u. Leipzig， 1906， S.122に，パリについての例示が存在する。
28) Bettelheim 1936， S出 9




























4 (432) 第 137巻第4'5号
第3表 オーストリ rの砂槍生産と輸出奨励金 (1888~89^"1906~07)
営業年 甜菜糖 工場および倉庫からの搬出量 消費税 輸出奨励戻金
工場数 課税対象量 外国向け 賦課額 (関税地域全域〉
(営業中〉 精製糖 粗糖 精製糖 粗糖




























































そうした中で， 1898年 6月にプリュッセノレで，開始された国際交渉は， 1902 
年の 3月 5日に各国(ドイツ.オーエトリ 7=ハ Yガリー，ベノレギー， λベイ
γ. フランス，イギリス，イタリ 7，オランダ，見ウェーデン，ノノレウェー〉
の問の合意に到達した。この合意の主要内容は，次の四点にまとめられよう。
財政家として白ベー ムー パヴヱノレグ〔下 (433) 5 
(i) すべての生産および輸出奨励金の撤廃(既存の制度の廃止，新規設置の
禁止〕






















には6克台にまで上昇すあにいたっt.，:c Das Zuckerkartell und die Zuckertreise. Denkschrift 



























31)“Ellgen von Bohm-Bawerk" (1915)， in Carl Meηger， Gesammelte Schriften， hrsg. v. F 
A. Hayek. m. Tubingen. 1970， S. 290 
32) Bettelheim 1936， S.602. 
33) Bettelheim 1936， S.605 


























:34) Bettelheim 1936， S.6()9. 






















36) Bettelheim 1936， S.621 園内消費向付白砂糖生産量を個々 の企業ごとに割当てるこの制度が，
カルテル利潤をも「隠れた輸出奨励金」とみなしたプリュッセル協定の精神に反することは自明で
ある。しかし，ベー ムー パグ=ルクやアウスピッツらのオー ストリァ側四関係者たちは， こ白
「生産割当制度」白効果は，協定の許容する lOOkgあたり 6フランに及ぶものではないとして，
協定との両立を主世していた。しかし，砂糖業界の巨頭アウスピッツも，この「生産割当制度」
を解足司したE論命土CRudoHAuspit同"“。st旬"汀r町'"白】ch-Unga町叩rロnund die Br巾t也1，騎sele目， Zu山1日cker比'ko拍悶m叩n町Ev刊'"酎"回m正主γ"
ZfVSV， XII (ο19叩0.1め)"ラ末R尾ですでJにと' どのような不利な状況になろうともプリュッセル協定か
ら離加すべきではないと付言していた。おそらし匝際委員会白審査結果が協定違反と出ること
を半ば予想していたのであるう。
37) Bettelheim 1936， S.622f. 

























38) Bettelhei田 1936，S. 623 























40) 岡山大学黒松文庫に師存されているベー ムの詰晶スクリプト(石版刷講義録)[Böhm~BawerkJ 
































41) H. Matis， . Leitlini印 decδsterreichischen Wirtschaftspolitik"， in Die Hαbsurge円叩ar-
chie 1， S.66f は，オーストリアの官僚町政策的志向にはフイスカリスト的な考えり影響が強<， 
「国家的な経済政策が財政政革と等Lいものとされることがしばしばあった」とし寸。むしろ，
国庫り管醒以上の視野をもった「経済政策り基本線の欠如」乙そが問題なのだ， と。
42) Bettelheim 1936， S. 625 






1909 1910 1911 1912 1913 
一般国債総額 5，220>443 &，199，884 5，179<044 5，158，396 5，141，255 
その他国債 5，524，657 6，911，566 7，061，628 7，312，753 7，467，346 
財政支出 2，883，648 2，901，364 3，004，035 3，184，361 3，461，133 
収 入 2，795，703 2，895，492 3，白82，732 3，173，309 3，486，078 
οst. SI叫 Handbuc九Jg.32 (913). S. 370f.， 387f 

















44) Eduard Marz. Osterreichische Bankpolitik in der Zeit der grossen Wende 1913-1923. 
Munchen: Oldenbourg， 1981， S.26 大戦直前四オ ストリアの経済状況についてはj この書
の第一部を参閑されたい。メルツはまた，へー ム申「貿易収支蒜字」にも注目している。
45) “Unsere passive Hand巴Isbェlanz"in Neuen Freien Presse. vom 6.， B.u. 9. Janner 1914 
ただし引用頁は冒:r.Weiss (hrsg.)， Bohm-Bawer丸GesammeleeSch1-ift開， Wicn， 1924による.


























46) Weiss 1924， S.509-10 













































































































52) “Macht oder okonomische Gesetz? "， zfVSV XXIII (1914)， S.235 これも引用頁は， F 
Weiss 1924による。





















53) 竹本晃「実質賃金平決定と労働組合J F六甲品脊集~ 26巻1号(1979)は，この部分について，
ベー ムの所説を紹介の上，モデル化して検討している。




55) Bettelheim 1937. S. 5-68 
56) Ernil Kauder.“lntellectual and， politicalroots， of the Qlder Austrian School~. ZjNo， Bd 
XXII (1957). S. 422 
18 (446) 第137巻第4・5号
ィーン大学の教室でベ-Aが「社会的安定は進歩にまさる」と説いていた， と
いう。たしかに，経済発展が，債務累積の上になりたつ「お大尽ぶり」として
しかありえないとすれば，彼がそれを拒否したくなることは，理解できないで
はない。メ yガーにつづいて.ベームーパずェノレクもベシミストに転落したの
である叩。
5η それは，経済発展について町ベ ムりイメージにもかかわっているか4しれない。銀行。信用
創造!三助けられた企業者白革新活動という γzンベーター的立場からすれぽ，ベームが制約とみ
なした国内貯蓄の狭小さも絶対的な制約とはいえな〈なるし，ガーシェングロンの桂進国発展類
型論によれぽ，国家投資ζそが，経胃発展の主導的な要素であることになる。ベームP経草寺発展
について町イメージは，基本的に古典派的なものであり，後進閣においてどのような型の発展が
ありうるかという問題設定は，置には#丘しなかった。
